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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 10,077 -0.49 -0.26 4,081 0.51 -0.26

東 部 地 区 14,258 -0.85 -0.04 5,528 0.38 -0.09

西 部 地 区 10,816 0.25 0.26 3,970 2.37 0.17

駅 南 地 区 6,428 0.78 0.00 2,641 2.52 0.18

半 田 地 区 3,561 1.39 0.00 1,298 2.85 0.15

横 山 地 区 5,685 -0.15 -0.01 1,849 0.76 0.00

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,889 -1.38 -0.20 2,288 -1.76 -0.34

荒 浜 地 区 5,220 -1.15 -0.21 2,015 0.34 -0.04

そ の 他 地 区 21,558 -1.91 -0.17 7,183 -0.82 -0.08

西 山 町 地 区 6,507 -1.84 -0.44 2,154 -0.46 -0.32

高 柳 町 地 区 2,040 -4.62 -0.53 850 -1.39 -0.11

柏 崎 市 計 93,039 -0.90 -0.11 33,857 0.39 -0.07

刈 羽 村 4,987 -0.45 0.30 1,523 0.92 0.39

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,594 -1.25 -0.07 2,153 0.32 0.09

出 雲 崎 町 5,361 -1.01 0.09 1,833 0.65 0.38

合        計 109,981 -0.91 -0.08 39,366 0.42 -0.02

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,301 -1.43 -5.65

月 間 有 効 求 職 者 1,000 -17.21 1.93

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.30 0.87 0.21* -0.14* -0.11* -0.03*

*印は差し引き計算

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常
用）では、月間有効求人数が１，３０１人と前年同月比で１９人、１．４３％の減少、前月比でも７８
人、５.６５％と減少している。
　一方、月間有効求職者数は１，０００人と前年同月比で２０８人、１７.２１％と大幅に減少したが、
前月比では１９人、１.９３％の増加となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は１．３０倍と前年同月比で０．２１ポイント上回り、前月比では０．
１１ポイント下回ったが、県平均０．８７倍に対しては０．４３ポインと大幅に上回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）は、月間新規求人数が４６８人と前年同月比で２３
人、４．６８％の減少、月間新規求職者数は３１２人と前年同月比で５３人、１４．５２％と大幅に減少
した結果、月間新規求人倍率は１．５０倍と前月の１．５１倍を０．０１ポイント下回ったが、前年同月
の１．３５倍に対しては０．１５ポイント上回っている。

柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で減少しており、柏崎市が８５４
人、０．９０％、刈羽村が２３人、０．４５％、小国地区（長岡市）が８４人、１．２５％、出雲崎町が
５５人、１．０１％とそれぞれ減少し、全体では１，０１６人、０．９１％の減少となった。
　また、前月比においては、刈羽村が１５人、０．３０％、出雲崎町が５人、０．０９％と増加したもの
の、柏崎市で１０８人、０．１１％、小国町で５人、０．０７％と減少したことから、全体では９３人、
０．０８％の減少となっている。
　一方、世帯数は、前年同月比で柏崎市が１３３世帯、０．３９％、刈羽村が１４世帯、０．９２％、小
国町が７世帯、０．３２％、出雲崎町が１２世帯、０．６５％と全て増加し、全体では１６６世帯、０．
４２％と増加している。
　また、前月比においては、刈羽村が６世帯、０．３９％、小国町が２世帯、０．０９％、出雲崎町が７
世帯、０．３８％と増加したが、柏崎市で２５世帯、０．０７％と減少した結果、全体では１０世帯、
０．０２％の減少となった。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 94 53 24 585 225

共 同 住 宅 0 0 -1 12 -1

事 務 所 3 2 2 12 5

作 業 所 ・ 工 場 3 1 -1 26 1

営 業 建 物 1 1 0 21 -2

公 共 建 物 1 1 1 2 -6

そ の 他 10 5 6 104 -3

合       計 112 63 31 762 219

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 65,707 1.73 0.26 24,489 15.99 -13.09

電 力 11,889 -5.25 -0.13 49,447 4.23 5.62

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 1,962,192 -2.92 8.04 679,055 -4.40 -2.30

営 業 用 357,467 13.33 7.43 112,086 -5.49 -8.50

工 場 用 834,712 57.86 7.20 136,180 -8.82 2.73

官 公 学 校 用 738,859 12.58 4.63 76,220 -3.51 -1.05

そ の 他 1 -99.19 -99.33

合       計 3,893,230 10.55 7.14 1,003,542 -5.09 -2.31

平成20年2月の累計

　建築確認申請の状況は、「中越沖地震」からの本格的な復旧により、申請合計が１１２件と前年同月比
で６３件、前月比で３１件と大幅に増加している。工種別内訳の主な増減を見ると、一般住宅（併用）に
おいて前年同月比で５３件、前月比で２４件と大幅な増加になっている。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が３７件、増築が４１件、改築が３４件となっており、一般住宅
（併用）における市内・市外施工業者別確認件数は、市内施工業者が４９件（うち新築１１件、増築２３
件、改築１５件）、市外施工業者が４５件（うち新築１５件、増築１１件、改築１９件）となった。

　柏崎地域でのガス供給量は、用途全体では前年同月比で３７１，５７５㎥、１０．５５％の増加、前月
比でも２５９，６９０㎥、７．１４％の増加となった。用途別内訳を見ると、前年同月比で家庭用を除く
全ての用途で大幅に増加し、前月比では全ての用途で増加している。
　一方、水道給水量は前年同月比で５３，８９０㎥、５．０９％の減少、前月比でも２３，７６４㎥、
２．３１％と減少している。用途別内訳を見ると、前年同月比では全ての用途で減少しており、前月比で
は工場用を除いた全ての用途で減少している。

【単位 ：　件】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１，１１８口、１．７３％の増加、前月比でも１７１口、０．２６％
の増加となった。一方、電力では前年同月比で６５９口、５．２５％の減少、前月比でも１６口、０．１
３％と減少している。
　使用量では、電灯が前年同月比で３，３７６千kwh、１５．９９％と大幅な増加となったが、前月比で
は３，６８９千kwh、１３．０９％と大幅に減少している。一方、電力においては前年同月比で２，０１
０千kwh、４．２３％の増加、前月比でも２，６３３千kwh、５．６２％の増加となっている。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

当　月　の　申　請



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 69,157 13.30 0.66 72,997 13.10 1.72

西 山 39,287 21.78 0.84 35,789 26.12 2.47

米 山 16,163 0.00 -2.47 15,652 5.80 -0.48

合 計 124,607 13.84 0.30 124,438 15.53 1.65

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 346,709 5.56 0.21 152,844 8.88 2.14

平 残 345,709 6.34 -0.12 149,439 8.35 4.27

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 5,212 -6.25 -12.30

交 換 金 額 3,997 -14.62 -19.48

不 渡 り 手 形 枚 数 0 0.00 0.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 0.00 0.00

入　     口 出　     口

　柏崎手形交換所における手形交換高は、交換枚数が前年同月比で３４８枚、６．２５％の減少、前月比
でも７３１枚、１２．３０％と減少している。また、交換金額においても前年同月比で６８５百万円、１
４．６２％の減少、前月比でも９６８百万円、１９．４８％の減少となっている。なお、不渡手形は引き
続き発生していない。
　２月の法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は３件（前年同月４件、前月５件）、
負債総額２９億円（同３４億円、同１７７億円）、１件当たりの負債額９億円（同８億円、同３５億円）
となった。
　地区別では下越地区で３件（新潟市１件、阿賀野市２）、中越地区と上越地区では発生していない。業
種別は建設業１件、製造業１件、販売業１件で、倒産原因別の状況は販売不振３件となっている。
　当月の企業倒産は３件、負債総額で２９億円と前年同月比では件数で１件減少し、負債総額では５億円
の減少となっている。
　県内企業の景気状況は、素材価格の高騰や円高の進展などから厳しい収益環境となっている。倒産状況
においても、企業体力の乏しい中小零細企業の資金繰りの悪化が原因となっており、今後も幅広い業種で
仕入価格等の高騰から収益が低迷することが予想され、依然として倒産件数は高水準で推移していく懸念
が窺える。

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で１５，１４９台、
１３．８４％と大幅に増加し、前月比では３７６台、０．３０％と微増になっている。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で１６，７３３台、１５．５３％の大幅な増加、前月比で
は２，０２７台、１．６５％の増加となった。
　インター別の内訳を見ると、前年同月比では入口・出口ともに西山インターが大幅に増加しており、前
月比においては米山インターのみが僅かではあるが減少している。

  預金は、末残が前年同月比で１８，２８４百万円、５．５６％の増加、前月比でも７４２百万円、０．
２１％の増加となっている。また、平残においては前年同月比で２０，６３１百万円、６．３４％の増加
となったが、前月比では４２０百万円、０．１２％の減少となっている。
　一方、貸出金においては、末残が前年同月比で１２，４７８百万円、８．８８％の増加、前月比でも
３，２０８百万円、２．１４％の増加となり、平残も前年同月比で１１，５１９百万円、８．３５％の増
加、前月比でも６，１２４百万円、４．２７％と増加し、引き続き堅調な推移を示している。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

【単位 ：　台、％】


